
「『新しい契約』の成就」         2018 年 12 月 29 日 

ヘブライ人への手紙 8 章 7 節～13 節 もし、あの最初の契約が欠けたところのないも 

のであったなら、第二の契約の余地はなかったでしょう。事実、神はイスラエルの人々を

非難して次のように言われています。「『見よ、わたしがイスラエルの家、またユダの家

と、／新しい契約を結ぶ時が来る』と、／主は言われる。『それは、わたしが彼らの先祖

の手を取って、／エジプトの地から導き出した日に、／彼らと結んだ契約のようなもので

はない。彼らはわたしの契約に忠実でなかったので、／わたしも彼らを顧みなかった』と、

／主は言われる。『それらの日の後、わたしが／イスラエルの家と結ぶ契約はこれである』

と、／主は言われる。『すなわち、わたしの律法を彼らの思いに置き、／彼らの心にそれ

を書きつけよう。わたしは彼らの神となり、／彼らはわたしの民となる。彼らはそれぞれ

自分の同胞に、／それぞれ自分の兄弟に、／「主を知れ」と言って教える必要はなくなる。

小さな者から大きな者に至るまで／彼らはすべて、わたしを知るようになり、わたしは、

彼らの不義を赦し、／もはや彼らの罪を思い出しはしないからである。』」神は「新しい

もの」と言われることによって、最初の契約は古びてしまったと宣言されたのです。年を

経て古びたものは、間もなく消えうせます。 

 

「もし、あの最初の契約が欠けたところのないものであったなら、第二の契約の余地は 

なかったでしょう。」「最初の契約」とはモーセにより出エジプトをなした時の律法に基

づく契約である。これが、人間に救いをもたらすものであったならば、「第二の契約」、

すなわち、大祭司イエスによる神への執り成しによる救いは必要がなかったと言っている

訳である。しかし、律法による祭儀は無力で、天の幕屋の写し、陰でしかなかった。それ

で、神は大祭司主イエスを遣わし、罪を贖い、神と結び合う救いを与えてくださった。 

 「著者」は、この出来事を、エレミヤ書 31 章の「新しい契約」の預言の成就と捉えてい

る。「事実、神はイスラエルの人々を非難して次のように言われています。『見よ、わた

しがイスラエルの家、またユダの家と、／新しい契約を結ぶ時が来る』と、／主は言われ

る。『それは、わたしが彼らの先祖の手を取って、／エジプトの地から導き出した日に、

／彼らと結んだ契約のようなものではない。彼らはわたしの契約に忠実でなかったので、

／わたしも彼らを顧みなかった』と、／主は言われる。」神が彼らの先祖の手を取って、

エジプトの奴隷状態から導き出した日、神と民は、シナイの荒れ野で契約を結んだ。それ

は、神の律法を与えるから、これを守れ、そうすれば、神はあなたがたを守り、神と共に

ある祝福を与える。いわば、「ギブ アンド テイク」の契約であった。しかし民は、契

約に不実であったため、神は民を憐れまれず、非難されたのである。それにもかかわらず、

神は、イスラエルとユダの家に新しい契約を結ぶ日が来ると言われる。 

「『それらの日の後、わたしが／イスラエルの家と結ぶ契約はこれである』と、／主は

言われる。」「すなわち、わたしの律法を彼らの思いに置き、／彼らの心にそれを書きつ

けよう。わたしは彼らの神となり、／彼らはわたしの民となる。彼らはそれぞれ自分の同

胞に、／それぞれ自分の兄弟に、／『主を知れ』と言って教える必要はなくなる。小さな

者から大きな者に至るまで／彼らはすべて、わたしを知るようになり、わたしは、彼らの

不義を赦し、／もはや彼らの罪を思い出しはしないからである。」律法を守ったとか、守

らなかったとかに関わりなく、神が彼らの心の中に律法を置き、心に書きつけ、自分の同

胞、兄弟たちに「神を信じなさい」と教える必要がなく、小さい者から大きい者までが、



神を知るようになる。神が彼らの不義を赦し、彼らの罪を思い出し、問い質すことはしな

い。このような全き赦しを与える「新しい契約」を立てる日が来る。神が一方的に与えて

くださると言われる。 

このエレミヤの「新しい契約」は、旧約聖書の頂点で、新約聖書へとつながる鍵になる

御言葉である。繰り返しになるが、エレミヤ書 31 章 31 節～34 節の「新しい契約」の預言

を掲載したい。「 見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家と新しい契約を結ぶ日が来る、

と主は言われる。この契約は、かつてわたしが彼らの先祖の手を取ってエジプトの地から

導き出したときに結んだものではない。わたしが彼らの主人であったにもかかわらず、彼

らはこの契約を破った、と主は言われる。しかし、来るべき日に、わたしがイスラエルの

家と結ぶ契約はこれである、と主は言われる。すなわち、わたしの律法を彼らの胸の中に

授け、彼らの心にそれを記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。その

とき、人々は隣人どうし、兄弟どうし、『主を知れ』と言って教えることはない。彼らは

すべて、小さい者も大きい者もわたしを知るからである、と主は言われる。わたしは彼ら

の悪を赦し、再び彼らの罪に心を留めることはない。」この御言葉を読む度に、人間の救

いの真実は、ここにあると心が震えるような感動を覚える。 

エレミヤは紀元前 6 世紀頃、ユダで活躍した預言者で、「悲しみの預言者」と言われて

いる。イスラエルはアッシリアに既に滅ぼされていた。ユダは辛うじて、国家を成してい

たが、北には新興国のバビロンが台頭し、南にはエジプト帝国があり、強大な二国に挟ま

れ、木の葉のように揺れていた。当時は、むき出しの暴力が支配していたので、ユダは多

額の貢ぎを治めていたのである。ユダの支配者たちは、どちらの国について国を守るべき

か迷うような状態であった。両大国の狭間にあって、不安と恐怖が渦巻き、民の生活状況

は著しく荒廃した。当然であろう。我が身を守るために、他人のことを考えることができ

なくなり、人心は乱れ切ったのである。エレミヤは、その状態をエレミヤ記 6 章 13 節～15

節で下記のように語っている。「『身分の低い者から高い者に至るまで／皆、利をむさぼ

り／預言者から祭司に至るまで皆、欺く。彼らは、わが民の破滅を手軽に治療して／平和

がないのに、『平和、平和』と言う。彼らは忌むべきことをして恥をさらした。しかも、

恥ずかしいとは思わず／嘲られていることに気づかない。それゆえ、人々が倒れるとき、

彼らも倒れ／わたしが彼らを罰するとき／彼らはつまずく』と主は言われる。」エレミヤ

は一貫して、力を増してきたバビロンに降伏すべきだと主張した。土地を買い、将来、解

放され、必ず買い戻す回復の時が来ると希望も語った。 

モーセが示した、神を信じ、隣人を愛して共に生きよという律法はユダの民の中から、

消えうせた。エレミヤは、人は律法を守り得ないことを知り、絶望のどん底に落とされた。

この時エレミヤは、神が新しい契約を立ててくださる日を、絶望の中から仰ぎ見た。預言

者の中で、国家が滅亡していく様を見つめたエレミヤほど、絶望を体験した預言者はいな

いだろう。しかし、その絶望の中から希望の光を望み見たのである。神が民の心の中に律

法を記し、神を信じなさいという必要のないほど、生ける神を体験する。それは、神が罪

を不問にし、全き赦しを与える希望の光である。主イエスは最後の晩餐において、十字架

の血がエレミヤの預言した「新しい契約」であると宣言されている。ヘブライ書の「著者」

も、エレミヤの新しい契約が、主イエスにおいて成就したと語っているのである。 

 

年末年始(2018.12.30～2019.1.06)は、秋吉隆雄の「窓辺より」は休みます。 


